
気候ネットワーク仮訳
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損失と損害とは何か？

• 一般的にコミュニティが適応できる範囲を超えた気候危機
の結果を指す。

• 緩やかに進行する変化および、急激に発生する気候変動
の影響として現れる。

• 経済的・非経済的な損失がある。



世界的な/フィリピンでの文脈

最近のClimate Vulnerable Economies Loss Reportによると、世界の気候変動に脆弱な途
上国・後発途上国のうち54カ国（世界の温室効果ガス排出量の約5％）は、気候危機によ
りドル換算で約5,250億米ドルの損失を被っている。

ある人々にとっては単に経済の数字上の話かもしれないが、グローバルサウスにとっては、より多くの犠
牲者、死者、家や職を失った人々、貧困に逆戻りしたり貧困ラインを下回ったりする家庭の発生を意味す
る。



世界気候リスク指標2019
では、1998年から2017年
にかけて気象に関連する
損失に最も影響を受けた
国々の中でフィリピンは
第5位となった。
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• 2013年、世界はスーパー台風ハイエンがフィリピンを襲
い、未曾有の被害をもたらしたのを目の当たりにした。

• 少なくとも6300人の命が失われ、インフラや土地への被
害は890億ペソ（換算）を超えた
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ケッツァーナ（2009年）

被害額 110億ペソ
死傷者 464人

パーマァ（2009年）

被害額 273億ペソ
死傷者 465人

ワシ（2011年）

被害額 20億ペソ
死傷者 1,268人

ボーファ（2012年）

被害額 369億ペソ
死傷者 1,067人



2022年、スーパー台風ノルによって150万人

以上が被害を受け農業セクターに最も大き
な被害をもたらし、その額は5500万USDにの
ぼると評価されている



目に見える悲惨なドラマがなくとも

気候変動は徐々に経済にダメージを与
え、人々の生活に影響を与えている
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• 中央ミンダナオ地域では、フィリピンの科学者たちによって、
観測された範囲の極値を上回る降水量の減少が予想され
ている

• 向こう数十年にわたって、南の地域は、深刻な降水量の減
少を経験することが予想される。それは紛争の多い地域の
食料や水の安全保障を脅かすだろう



• フィリピンのいくつかの地域では、1993年～2015

年の世界平均の海水面上昇率の倍近く上昇した
ことが報告された。

• 多くの都市部では、地盤沈下、そして適切な長期
間の土地利用戦略や開発計画への配慮の欠如
によって、土地が沈んでいる。



フィリピンや他の脆弱な国々は、気候危機に対しての責任は
小さいのに、今後数十年でより大きな損失と損害に耐えなけれ
ばならない
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損失と損害の資金

フィリピンのような国では、気候危機は
債務危機を意味する。損失と損害は、
資本と債務のコストを持続不可能なレベ
ルまで押し上げ続ける。

政府はすでに損失と損害のコストの急
速な上昇をカバーするため、驚くほどに
多額の予算を割り当ててきた。

損失と損害への資金を割り当てることで、
元々少ない、重要な経済や教育、公衆
衛生、栄養、エネルギーへのアクセス、
雇用創出における開発戦略を支えるた
めの資源をさらに減少させる。



途上国は自分が引き起こしたわけでもない問題
の責任を負わされている。これは極めて不公平
で持続不可能な状況ではないだろうか？



既存の気候資金のメカニズムは、脆弱なコミュニティの損失と損害の
資金ニーズに取り組むものではない

適応資金 緑の気候基金 地球環境ファシリティ



損失と損害への取り組むためには、
途上国の排出削減や適応を支援
するという先進国による現在のコ
ミットメントを超えた資金提供を必
要としている。
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• COP27で損失と損害基金を運用することが合意された。
• 基金が運用される前に解決しなければならないのは、誰が資金を提供するのか、それはいくらか、何がアク
セス、報告、資金調達メカニズムの基礎となるかについて決定することである。

• これらの詳細を決定するためには、締約国がUNFCCCの下での「損失と損害」の具体的な定義に最終的に
合意すること、そして何が補償され・何がされないのかという範囲と限界を定義することが必要となる。
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